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平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
、
並
び
に
、

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
～
平
成
二
十
八
年
四
月
二

十
七
日
の
間
の
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
第
三
者
相
談
委
員

委
嘱
状
の
交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
利
用
者
様
の
選
択
に
基
づ
き
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
も

の
で
す
が
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者

様
が
提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
ご
不
満
が
あ
る
場
合
に
、

安
心
し
て
相
談
・
苦
情
な
ど
を
申
出
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
に
対
し
て
関
係
機
関
が
、
適
切
な
対
応
を
行
う
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
愛
寿
会
で
は
、
平 

 

                        

                                                            

愛

寿

会

苦

情

解

決

相

談

委

員

会 

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
委
嘱
状
交
付
式 

 

平
成
二
十
六
年
度 

 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

『ご相談』・『苦情』について（関係機関の役割図） 

 

仁  生  園 
苦情解決・自己評価委員会 

苦情受付担当者 
（苦情）・意見の受付、記録、報告 

苦情解決部会 自己評価部会 

 

苦
情
申
出 

成
十
六
年
四
月
に
「
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
設
置
要

綱
」
を
制
定
し
、
こ
の
体
制
を
確
立
し
て
参
り
ま
し
た
。
本

年
度
か
ら
二
年
間
の
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
の
構
成
は
左

記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

仁 生 園 ご 利 用 者 様 

 

 

苦
情
申
出 

苦情内容を確認、利用者様との 

話し合いにより解決を図る 

電話０５５１－３２－３３４０ 

北杜市 相談・苦情受付窓口（0551-42-1111） 

山梨県社会福祉協議会・運営適正化委員会（055-254-8610） 

山梨県国民健康保険団体連合会（055-233-9201） 

（苦情についての相談、解決の斡旋） 

受理内容の調査・事

情調査結果の伝達 

解決状況の報告 

指導監査での確認 山 梨 県 

情報提供 

助
言
・
事
情
調
査 

苦
情
申
出 

 

◇
苦
情
受
付
担
当
者 

仁 

生 

園 

 

小 

林 

ま
ち
子 

 

浅 

川 

ま
ゆ
み 

 

神 

部 
 

 

司 

第
二
仁
生
園 

 

石 

原 

公 

興 

◇ 

苦
情
解
決
第
三
者
委
員 

（
お
名
前 

五
十
音
順
） 

 

高

根

町 

坂 

本 
 

 

仁 

様 

 

長

坂

町 

清 

水 

長 

治 

様 

 

小
淵
沢
町 

進 

藤 

柏 

男 

様 

 

大

泉

町 

平 

井 

静 

子 

様 

◇ 

苦
情
解
決
責
任
者 

 

仁
生
園
園
長 

 

清 

水 

元 

義 

 

第
二
仁
生
園
園
長 

 

小 

林 

初 

男 
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北
杜
市
長
坂
町
に
あ
り
ま
す
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
タ
ー
や

清
春
芸
術
村
ま
で
「
お
花
見
」
に
出
掛
け
て
来
ま
し
た
。
当

日
、
好
天
に
恵
ま
れ
暖
か
い
春
の
日
差
し
の
中
、
桜
が
咲
き

誇
り
、
そ
の
眺
め
は
「
見
事
」
の
一
言
で
し
た
。 

                             

四
月
二
十
三
日(

水)

、
仁
生
園
の
中
庭
で
お
花
見
を
行

い
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
風
が
少
々
冷
た
か
っ
た
も
の
の
、
日
な
た
に

出
る
と
暖
か
く
と
て
も
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

よ
う
や
く
仁
生
園
の
桜
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、
仁
生
園
の
敷

地
内
で
の
お
花
見
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
普
段
外
出
の
機

会
が
少
な
い
方
も
大
勢
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
満
開
の

桜
の
木
の
下
、
と
て
も
賑
や
か
且
つ
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

                              

 
 

次
に
、
浅
川
副
園
長
か
ら
、
介
護
業
務
に
従
事
す
る

職
員
の
心
得
と
し
て
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
注
意
喚

起
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
介
護
の
基
本 

 
 
 
 

＊
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

＊
個
人
情
報
の
保
護 

 
 

＊
介
護
負
担
の
軽
減 

＊
身
体
拘
束 

 
 
 
 
 

＊
感
染
症
予
防 

＊
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア 

 
 

 

介
護
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
交
代
勤
務

（
変
形
労
働
時
間
制
）
の
考
え
方
及
び
、
対
応
の
仕
方
な

ど
の
細
か
な
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

                         

 

 

 

 

移
動
中
、
車

の
中
か
ら
満
開

の
桜
や
春
の
花

な
ど
咲
い
て
い

る
の
を
見
な
が

ら
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
セ
ン
タ
ー
に

到
着
。
車
か
ら

降
り
、
一
気
に

開
花
し
て
い
る

淡
紅
色
の
花
を

間
近
で
ご
覧
に

な
ら
れ
た
り
、

写
真
を
撮
り
又

桜
の
木
の
下
で

飲
み
物
や
お
菓

子
を
召
し
上
が

*
 

                             

り
な
が
ら
「
見
頃
で
す
ね
」
や
「
色
々
な
花
が
咲
い
て
綺
麗
」

な
ど
会
話
が
弾
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 

園
内
か
ら
眺
め
る
桜
と
ま
た
違
い
、
少
し
足
を
延
ば
し
て

野
外
で
直
接
桜
を
観
て
頂
く
の
と
で
は
、
ま
た
違
っ
た
雰
囲

気
で
気
分
転
換
に
も
な
れ
た
様
に
思
い
ま
す
。
春
の
ひ
と
時

を
皆
様
と
共
に
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

                            

～ 

お
花
見 

（
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
・
仁
生
園
内
）
～ 

  
 

                           

 

お

花

見

で

は
、
ジ
ュ
ー
ス

と
お
菓
子
を
召

し
上
が
ら
れ
な

が
ら
利
用
者
様

同
士
、
ま
た
職

員
と
談
話
を
楽

し
ま
れ
た
り
、

“
春
”
に
ち
な

ん
だ
歌
を
う
た

っ
た
り
し
て
過

ご

さ

れ

ま

し

た
。
気
持
ち
の

よ
い
日
差
し
の

中
、
外
の
空
気

も
満
喫
さ
れ
て

い
る
様
子
で
、

利
用
者
様
の
笑

顔
も
た
く
さ
ん

見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

                              

 
 

―
新
規
採
用
職
員
の
「
初
任
者
研
修
」
― 

 
 

本
年
度
、
愛
寿
会
の
新
規
採
用
職
員
七
名
に
対
し
て
、

幹
部
職
員
が
「
愛
寿
会
定
款
」
や
サ
ー
ビ
ス
区
分
毎
の
「
運

営
規
程
」
並
び
に
「
就
業
規
則
」
な
ど
に
基
づ
い
て
、
初

任
者
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
 

                          

冒
頭
、
清
水
園
長

か
ら
愛
寿
会
の
沿
革

と
施
設
の
概
要
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
福

祉
法
人
に
勤
務
す
る

職
員
と
し
て
、
「
社

会
的
責
任
を
自
覚

し
、
社
会
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
全
力
を

挙
げ
、
誠
実
に
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
」

（
服
務
の
基
本
）
な

ど
の
激
励
の
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
浅
川
副
園

長
か
ら
、
介
護
業
務 

に
従
事
す
る
職
員
の

心
得
と
し
て
、
以
下 

の
項
目
に
つ
い
て
、

注
意
喚
起
が
あ
り
ま 

し
た
。 
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こ
の
た
び
、
三
班
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

職
責
を
果
た
せ
る
か
は
は
な
は
だ
疑
問
で
す
が
、
私
な
り

に
一
生
懸
命
や
る
つ
も
り
で
す
。 

失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
勉
強
し
な
が
ら
前
向
き

な
姿
勢
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
・
相
談
・
連
携
）
を
活

か
し
よ
り
よ
い
ケ
ア
が
出
来
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

愛
寿
会
の
日
常
の
心
得
の
中
に
も
あ
り
ま
す
が
、
「
あ

り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気
持
ち
と
初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                          

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

～ 

  

中
央
線
の
小
淵
沢
駅
か
ら
塩
山
駅
ま
で
電
車
に
乗
っ

て
、「
甘
草
屋
敷
」
に
ひ
な
人
形
を
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。 

                            

～ 

第
二
仁
生
園 

 

野
菜
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す 

～ 

 

 

四
月
二
十
四
日
作
業
所
横
に
あ
り
ま
す
畑
に
夏
野
菜
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。 

 

キ
ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
モ
ロ
ッ
コ
豆

等
の
ほ
か
に
、
今
年
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
坊
ち
ゃ
ん
カ
ボ

チ
ャ
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

「
夏
祭
り
の
頃
に
は
沢
山
収
穫
で
き
る
か
な
。」「
早
く

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
食
べ
た
い
な
。」
と
会
話
を
し
な
が
ら
植

え
ま
し
た
。 

                             

～ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

～ 

                             

 

私
が
仁
生
園
に
勤
め
て
十
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
介
護
の
仕
事
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
な
ぜ
好
き
な
の
か
は
私
に
も
よ
く
分
か
ら

な
い
の
で
す
が
、
一
人
で
は
成
り
立
た
な
い
、
一
人
が
出

来
る
こ
と
は
小
さ
く
て
も
全
員
が
力
を
合
わ
せ
大
き
な
事

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

考
え
方
の
違
い
、
受
け
止
め
方
の
違
い
な
ど
本
当
に
人

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
大
変
な

事
で
す
。
し
か
し
成
し
遂
げ
た
時
は
大
き
な
喜
び
に
も
な

り
ま
す
。
先
輩
方
の
教
え
、
研
修
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
職
場
作
り
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

                         
仁
生
園 

三
班 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
井 

恵 

                            

仁
生
園 

一
―
四
班 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田 

悦
子 

                            
人
事
異
動
・
昇
任
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た 

 

 

 

 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
葉
や
皮
が
枯
れ
た
頃
収
穫
し
、
粒
が

硬
く
な
る
ま
で
干
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

楽
し
み
は
少
し
先
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

ご
家
族
の
皆
様
も
、
ご
面
会
の
際
に
は
第
二
仁
生
園
の

畑
を
眺
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

                             

四
月
二
十
八
日
（
月
）
、「
独

唱
＆
ピ
ア
ノ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
来
園
さ
れ
、
童
謡

メ
ド
レ
ー
か
ら
始
ま
り
、
富

士
山
、
青
い
山
脈
と
皆
様
お

馴
染
の
歌
を
唄
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

歌
詞
を
見
な
が
ら
口
ず
さ

む
方
も
多
く
見
ら
れ
、
楽
し

い
午
後
の
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

  

                            

 

江
戸
時
代
か
ら
保
管
さ

れ
て
い
た
数
多
く
の
珍
し

い
ひ
な
人
形
を
見
て
、
皆
様

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

甲
府
駅
で
乗
り
換
え
の

際
、
駅
員
さ
ん
が
「
甲
府
」

に
つ
い
て
楽
し
く
お
話
し

て
く
だ
さ
り
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、
車
椅
子
の
方
も

心
配
な
く
電
車
の
旅
を
楽

し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。 

                             

 



平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
～ 

平
成
二
十
六
年
四
月
三
十
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

山梨中央銀行 長坂支店 

口 座 名 社会福祉法人 愛 寿 会 

口座番号 普通預金  番号 241903  

 

 

 

 

郵便局  

口 座 名 社会福祉法人 愛 寿 会 

口座番号 00210-8 46492 

 

 

 

 

山梨県北杜市長坂町小荒間 1293 番地 

社会福祉法人 愛 寿 会 

電話 0551-32-3340 FAX0551-32-3546  

 

 

 

 

                             

                           

                              

感
謝 

第 179 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                平成 26 年 5 月 10 日 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 ・
横
浜
市 

 
 
 
 
 
 

浅 

川 
 

雪 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

清 

水 
 

俊 

邦 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小 

林 
 

伸 

枝 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

浅 

川 
 

元 

晴 
 

様 

  
 
 
 
 
 
 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

井 

上 
 

早
智
子 

 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

三 

村 
 

明 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

新 

海 
 

昭 

枝 
 

様 

       

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

継続の方 

○ 個人会員（年額）         ２．０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

新規加入の方 

○ 終身会員               ２０万円以上 

○ 個人会員（年額）         ２，０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 
 

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

 

平成十九年五月に「社会福祉法人 愛寿会後援会」が

発足しました。寄付金は入所者が毎年楽しみにしている

夏まつりの経費や補助対象にならない備品の整備、それ

に職員研修会の経費等に充てられております。 

愛寿会後援会の活動をご理解していただき多くの方々

のご加入により「利用者の支援のために」使わせて頂き

ますので後援会への入会をよろしくお願いします。 

 

 

 

写真（上）昨年の夏まつり  

（下）スリーモーターベッド 

 ご高齢の皆様、また、心身に障害をお持ちの皆様のために、ご加入、お振込のほどを

お願い申し上げます。 


